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　Compatibilities　 of 　Gastropylore （GSP ），an 　 extract 　from 　 lam1〕・s　gastric　 mucosa ，　 with 　antacids

were 　 studied 　in　 terms　 of 　the　macroscopic 　changes 　and 　the　residual 　protease 　 activity ．　 Magnesium

oxide 　 and 　sodiurn 　bicarbonate　 were 　 selected 　 as 　the　 antacids 　since 　these 　were 　frequently　 used

concomitantly 　 witl 　 GSP 　in　 clinical 　 application ．　 The 　 admixtures 　of　GSP 　with 　these　antacids 　were

wrapped 　 with 　polyethylene
−laminated　glassine　paper ，

　 polyethylene
−laminated　 ceUophane 　or 　high

density　 polyethylene，　 and 　 stored 　unCler　 various 　conditions 　as　follows ； relative 　humidity　 of 　92％
at 　300，75％　at 　200，　 and 　52％　at 　so，　 respectively ．

　As　 the 　result 　 of 　 the　 experiments ，
　 the　 residual 　 protease 　 activity 　 of 　GSP 　under 　 the　 severe

condition （relative 　humidity 　of　92％ at　30 °

）was 　stable 　fQr　2　weeks ．　GSP −sodium 　oxide 　admixture

also 　 showed 　distinct　 changes 　neither 　in　the 　 rnacroscopic 　 observation 　 nor 　in　the　residual 　protease

activity 　 under 　the 　 relative 　 hnmidity　 of 　75％ at 　20Q　for　two 　 weeks ．　 In　GSP −sodium 　bicarbonate
admixture ，　the　residual 　protease 　 activity 　becomes 　stable ；however ，　 the　 residual 　 protease　activity

can 　be　fairly　 meintained 　by　 using 　low　 humidity　 permeable 　film　（high　density　 polyethylene） as

wrappings ．
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　 ガ ス トロ ピ 卩
一ル は ガ ス ト ロ ピ Pt　一ル 原末に 賦形薬等

を 加えて 5 倍 散 と した もの で あ るが ，原末 自体が凍結乾

燥品で あ っ てか な D吸湿性が強い の で ，5 倍散に つ い て

も吸湿に 対す る 配慮が必要で あ る．佐藤 の 報告
］ ）lcよ れ

ば ， 日薬調 剤技術委員会 の 報告
2＞

に 示 され て い る 最悪条

件 （30°C，92％ RH ）に 保存 した 場合は 吸湿が強 く，3

日 目で 流動性が 消失 し，7 日 目で 変色が み られた と述べ

て い る ．た だ し 包装 に は模造紙 を 使用 して い る，な お，

プ ロ テ ア ーゼ 活性 は最悪条件保存の 14日後もほ とん ど低

下 は み られ て い な い ．

　 また ，武 田 ら
S，の 報告 に よれ ぽ ，制酸剤と配合 し＊

’
リ

ェ チ レ ン ラ ミ ネートグ ラ シ ン 紙 で 包装 し保存 した 場合 ，

保存条件 の 相違に よ り吸湿量 お よび プ 卩 テ ア
ーゼ 活性に

差 が認め られ る の で ，吸湿性 の 高い 制酸剤との 配合は さ

＊
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け る こ とが好 ま しい と して い る．こ れらの 報告か ら ， 配

合試験を 行 う場 合，保存条件の 設定が 重要で あ る こ とは

い うま で もな い が，包装紙などの 包装材料の 材質が 配合

変化に お よ ぼす影響も少なくない と考えられ る．

　最近 ，包 装紙 と し て 透湿度の 低い 各種の 包装紙が市販

され て い る が，今般，ポ リエ チ レ ン ラ ミネー トグ ラ シ ン

紙 （PG ），ポ リ ェ チ レ ン ラ ミ ネー
トセ 卩 フ ァ ン （PC）， 高

密度 ポ リェ チ レ ン （HP ）を 包 装 材 料に 用い て 包装 し た 場

合 の ガ ス ト ロ ピ 卩 一ル の 配合変化を，制酸剤の 炭酸水素

ナ ト リ ウ ム な らび に 酸化 マ グ ネ シ ウ ム との 配合剤に つ い

て検討し，若干の 知見を 得た の で 報告する．

輿　験 方 法

　 1． 試 薬

　1） 緩衝液 ：S6rensenの ク ェ ン 酸ナ ト リウ ム ー
塩酸緩

衝液 （団 1．8）

　2） 基 質液 ： カ ゼ イ ン （ハマ ース テ ン ）O．59 を 0．05N
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Table 　1．　 Materials　of 　 Wrapping 　Film　 and 　Their　Permeability　 of 　Humidity

「
Matedal　of　Wrapping　Film Note Thickness　of　Film（μ） 　　Permeabihヒy　of

Humi〔五ty（g／m
ヨ・24hrs ）

Polyet血ylene−Lam 直nated 　Glassin　Paper

　（Glassine　Paper　22μ／LDPE 　15μ）
PG 37 48

Polyethylene・Laminated　Cel【ophane
（PT ＃300／LDPE 　20μ ）

PC 44 31

．

l　　 Surface　 16 12
High　Density　Polyethylene HP

Reverse　36 10
．

Table　2．　 Admixing 　Ratio　 of 　GSP 　with 　Antacid　and 　Wrapping　Weight 　Each 　Pack

一 Ad   xing 　Ratio　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
I

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ICombinations
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」 GSP NaHCO3 　　　　 MgO

Wrapping　Wdght

　　（
尠

・P、，k）　　 ［
1　 1 1 ．o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 →

0．1　　　　　　　
−

　　　　　　　　　　　1．1

GSP ：NaHCO3 2 1．0 0．3　　　　　　　1　　　　　　− 　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1．3　　　　　　尸
3　 　 　　 　 1，Q L 〔〕　　　　　

−
　　　　　　　　　2．o

　 　 　 　 　 　 ト

1　　　　　 LO 　一 0，l　　　　　　　　　　 L1

GSP ：MgO 2 1．O 一
  ．3　　　　　　　　　　 13

3 1 ．0 一 1．0　　　　　　　　　　 2．0

渦

塩酸 40ml に 加熱 （70°C） して溶か した ．冷後 ， 緩衝液

を加えて 全量 100m1としpH　1．8に 調整 した ．

　3） 沈殿試薬 ： 1．2M ト リ ク P ル 酢酸溶液

　4） 呈色試薬 ： フ ォ リ ン
ー

シ オ カル トフ ェ ノ ー
ノレ 試 液

（和光純薬）の 3倍希釈液

　2．配 合薬

　 1） ガ ス ト ロ ピ Pr ル （以下GSP と略す）： 日研化学 ，

Lot　 No ．110166

　2） 炭酸水素 ナ ト リウ ム （NaHCO3 ）： 日局

　3） 酸化マ グ ネ シ ウ ム （MgO ）： 目局

　 3． 包装材料

　 Table 　1 に 包装材料 を 示 した ．

　 4， 配 合方 法および試料

　配合薬を乾燥後 （減圧．．P205，24時間）Table　2 に 示

す配合比率で よ く混ぜ た ・次い で Table　2 に示 す分包

量を精密に 量り薬袋に 分包し試料 と した ．対 照 と し て

GSP の み を 1．09 分包 した ．一
包の 大きさは 5．5x6 ．5c皿

で あ る．　　　　　　　
“
　

t． t．t

　 5． 保＃ 条件

　日薬調剤技術委員会の 報告
盆，
に した が っ て ， 最悪条件，

（30°C ，92％ RH ），中間条件 （20°C ，75、％ RH ），お よ

び 最良条件 （5°C
， 52％RH ）に 設定 した ，デ シ ケータ ー

に は30 ° C の 場合は KNO3 飽和溶液，20° C の 場合は Na

C1飽和溶液，5°C の 場 合は NazCr207 。2H20 飽和溶液を

貯 え た ．30QC お よ び 20° C の 場合は電気恒温器 （サ ソ ヨ

rINCUBATOR 　 SHR −200M）に ，5° C の 場 合は冷蔵

庵 （日 立 R −52S　TDA ） に 保存 し た．また，試料は Fig．1

の よ うに デ シ ケ ・一タ ・一内の 厚紙 の 支持台に は さん で 1cm

閼隔 に 立て て 保存 した ．

A ： Sample
B ： Supporter
C ： Saturated　Salt
　 SQIutiQn

Fig．1．　 Storage　Condition　in　the　Desiccator

　6． 外観変化

　プ ロ テ ア ーゼ 活 性 お よび重 量 測定時に 合わ せ て 外観変

化を観察した ．そ の 判定基準は 下言己の 日薬調剤技術委員

会の報告
2）
の 基融 こ よ っ た ．まtetw加重量 （経時重量 と

“
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A

戸

開始時重量 の 差）と経時重量 の 比を百分率で 表わ し ， 経

時吸 湿量 と した．

　　　　　　日薬調剤技術委員会判定基準

　
一 ：変化 の 全 く認め られない もの ．

　 土 ：変化 の 有無の 疑わ しい もの ．

　 ＋ ： 明らか に 変化は 認め られ る が ，実際の 調剤投与に

　　　差支えの ない 程度の もの ．

　十 ： 調剤投与に 差 支え る 程度の 変化が 認 め られ る も

　 　 　 の ．

　 7． プ ロ テ アーゼ活 性 の測 定法

　1）　試料液の 調製法

　一定期間保存した 各試料 よ り，GSP 　200  に相 当 す

る 量を 正確に 量 り緩衝液を加えて 正確 に 100ml とす る。

こ れ を 37 ° C で 30分間か き まぜ た の ち 試料液とす る．た

だ し配合薬が塩 基性 の 場 合は 1N 塩酸 で 爵を約2 と して

か ら緩衝液を 如え て 正確に 100mlとす る．

　 2） 操作法

　あらか じめ 37° C に 加温 した 基質液2．Om1 に 試料液1

ml を 正 確 に 加え，直 ち に 振 り混ぜ る ．こ の 液を37 土 1°C

で 正確 に 30分間放置 し ， 沈殿試薬3．Oml を 加え て 振 り混

ぜ ，再 び37°C で 20分間放置した の ち ，東洋ろ 紙No 。7を

用 い て ろ 過す る ． こ の ろ 液 2ml を 正 確 に 量 り， こ れ に

0。8M 炭酸 ナ ト リ ウ ム 溶液 8．Oml と呈色試液 2．Om1 を加

え ，37° C に 20分間放置した の ち 分光光度計 （日立 200−

20型分光光度計）を 用い て 波長660nm に お ける 吸光度A1

を測定す る．別に 基質液2．Om1 に 沈殿試薬 3．eml を加え

て 振 り混ぜ，つ ぎに 試料液 1mlを正確 に 加 え て 振 り混ぜ

37 ° C で 20分間 放置 し，以下同様に 操作 して 吸光度 A2を

測定す る．

　 プ ロ テ ア ーピ活性 （吸 光度660nm ）＝ArA2

　3）　検量線 の 作成法

　GSP に 緩衝液を 加え 懸濁液と し，0，05〜0．6％ に濃度

を 調製する．こ の 液 に つ い て プ 卩 テ ア ーゼ 活性を測定す

る ．

結 果 と 考 察

　1．検量線

　検量線の 結果は Fig．2 ｝こ 示 し た ．0．3 ％ ま で 直線
．1生

（相関係数O．9939，回 帰曲線y＝0．0894x＋ 0．0341）を 示

し た の で ，試料液の GSP 濃度は 0，2％とした ．な お ， 他

剤配合時 の GSP 残存 プ 卩 テ ア ーゼ 活性は 配合直後の 吸光

度を 100 と して ％で 表わ した．

　2． GSP 単味 の 吸 湿量，プ ロ テ アーゼ活 性 お よ び外

観変化

　結果を Tab ］e　3 お よび Fig．3 に 示 した ， プ ロ テ ア

一ゼ 活性は い ずれ の 保存条件 （最良，中間 t 最悪）お よ

び 包装材料 （PG ，　 PC ，　 HP ）｝こ お い て も14日 後全く変化

は な く， また 外観に お い て も調剤投与に 差支える 程度 の

変化は認め られな か っ た ．吸湿量 は最良条件 が最も少な

く，中間 ，最悪条件 の 順 に 多 く，包装材料は HP が 最も
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Fig，2．　 Calibration　Curve　for　the　Assay　of 　Protease
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Table　3．　Residual　Protease　Activlty，　Weight 　Increased　and 　Change　in　Appearance 　after

　 　 　 　 Several　Period　 of 　GSP 　 alone

Drug　and
Admixing
　　RatioWrapping　　film

StorageConditiQnsResidual
　Protease

　　Activity（％ ）
鴨 ight　Increased（％ ） Change　in　ApPearance

3days7days14days3days7days14days3days7days14days

5
°
，52％RH

　 　 　 　 　 　 　 I10010Q1001
．642 ．632 ．74 一 一 一

PG
　　　　　　　　1

20
°
，75％RHI　 1001001001 ．622 。833 ．61 一

± ±

30
°
，92％RHl100100 ユ003 ．126 ，008 ．30 ± 十 十

5
°
，
52％RH1001001001 ．322 ．032 ．21 ｝ 冖 一

PC20
°
， 75％RH100100100 ユ．602 ．673 ，07 一

± ±

30
°
，92％RH1001001003 ，005 ．617 ，61 ± 十 十

　　GSP

I

5q，52％RH1001001001 ．301 ，81 ユ．94 一 一 一
…　」　

i　　
I

HP 　　［
20
°
，
75 ％RH100100 ユ00L512 ．632 ．63 一 ｝ ±

130 °
，92％RH10010Q1003 ．015 ．43　，6．94 ± ± 十

A

少なく，PC ，　 PG の 順 に 多くな り，こ れは 包装材料 の 透

湿度 との 椙関 が認 め られ た．

　3． GSP と NaHCO3 の 配 合に お け る 吸湿 量，プ ロ テ

アーゼ 活 性 お よび外観変化

　結果を Table　4 お よび Fig．4 に 示 した．プ ロ テ ア ー

ゼ 活性 は GSP に 対 し て NaHCO3 の 配合量 を増す に 従

い ，い ずれ の 保存条件 で も低下 傾向に ある が ，最 良 の 保

存条件 に お い て GSP ： NaHCO3 ＝ 1．0 ： 0．1 で は い ず れ

の 包装材料 で も14日後で活性 の 低下 は なか っ た ．最も透

湿度 の 高 い PG で も，GSP ：NaHCO3 三1，0 ：0．3 配合 で

14日後、GSP ： NaHCO3 ＝ 1．0 ：LO の 配合 で 7 目後，そ

れ ぞれ約90％の 残存活 性 で あ っ た．中間の 保存条件に お

い て は GSP ： NaHCO3 ＝1．3 ： 0．1 の 酉己合 で 3 種 の 包装

材料お よ び GSP ：NaHCO3 ＝ 1．0 ： 0．3 の 配合 で PC と

HP 包装材料 は 7 日後，ま た GSP ：NaHCO3 ＝・1．0 ：LO

の 配合で 3種 の 包装材料 で 3 日 後に お い て 約90％の 残 存

活性で あ っ た ．最 悪 の 保存条 件 に お い て は い ずれ の 配

合 ， 包装材料 と も 3 日以後ブ P テ ア ーゼ 活性 は 低 下 し

た ．

　外観は 最良，中 間 の 保存条件に お い て ， 14日後い ずれ

の 配合比お よび 包装材料とも調剤投与に 差支 え る程度の

変化は 認 め られ な か っ た ．ま た 最悪 の 保存条件 で も HP

包装材料は 14日後，PG ，　PC は 7 日後で 同様に 変化は認

め られなか っ た．NaHCO3 の 配合比を 増すに 従 っ て 吸湿

量 は わ ずか に 低下の 傾向で あ っ た ．

　4． GSP と MgO の配合における 吸湿 量，プ ロ テ ア

ーゼ活 性お よび 外観 変 化

　結果 を Table 　5 お よ び Fig・5 に 示 し た ．最良の 保存

条件に お け る GSP プ Pt テ ア ーゼ 活 性 は い ず れ の 配合

比 お よ び包 装材料 に お い て も 14 目後ほ とん ど低下 は な

く，ま た外観変化 も認 め られ なか っ た ．中間 の 保存条件

に お い て ，GSP ： MgO ＝ 1．O ：0．1お よび 1．0 ：0．3 の 配

合 で ，い ずれ の 包装材料 も 14 日後 の 残 存活性は 約 90％

で ，1．0 ：1．0 に お い て は 約 80％ で あ り，外観変化は 認

め られ な か っ た ．最悪 の 保存条 件 に お い て 残 存 活 性 は

NaHCOs の 場合 と同様で あっ た．外観は い ずれ の 配合比

お よび包装材料 に お い て も調剤投与に 差支 え る 程度 の 変

化 は認 め られ なか っ た ．MgO の 配合比 が増すに従 っ て

吸湿量 は わず か に 低下 の 傾向を示 した ．

結 論

　GSP の 単味包装品は 最悪条件 で あ っ て もプ ロ テ ア
ー

ゼ 活性は 安定で あ る ．安定性に 影響を お よぼす と考えら

れ て い る制 酸 剤 との 配合に お い て ，繁用 され て い る酸化

マ グ ネ シ ウ ム との 配合は 最良お よ び 中間保存条件 と も プ

ロ テ ア ーゼ 活性と外観に お い て 問題ない と 思 わ れ る ．

炭酸水素ナ ト リ ウ ム は そ の 配合量 を増すに 従 っ て活性 の

低下 お よび 外観の 変化は 認め られ るが，透 湿度 の 低 い

HP を使用す る こ とに よ り安定性を改善する こ とが で き

た ．

　今 回得られた プ ロ テ アーゼ の 残存活性は佐藤 の 報告
1ン

した 成績 と異な るが，制酸剤の 配合比，包装 の 材質等 が

異な るの で 直接比 較は で き な い ． しか し，佐藤 は包装

材料に模造紙を使用 して い る の に 対 し，著者は HP （透

湿 度 ： 10〜12g ／m2 ・24hrs），
　 PC （透湿度 ：31　g／m2 　b

24hrs），　 PG （透湿度 ：489 ／m2 ・24hrs）を包装材料とし

｛

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Table 4. Residual

         SeveralProtease
 Activity,

Storage Period  of

 Weight

VariousIncreased

 and

Admixtures  (1)Change
 inAppearanceafter

Combination
ofDrugs

andAdmixing

RatioWrappingfilm

Storage
ConditionsResidualProtease

Activity(%)
WeightIncreased(%)ChangeinAppearance

3days7days14days3days7daysl4days3days7days14days

5',52%RH100100' 1001.312.002,53- r -

PG2ee,75%RH98 89 51l.742.633.76- ± +
30e,920ARH9131 13,507,129.41+ + -

s",s29/oRH100loe1001,251.761.83- - -
GSP:NaHC03

LO:O,1
PC2o",7591vRH99 94 751,412.283.03- - +

300,92%RH9345 92.93
''5,7ro8.34+

+ -

sO,52e/,RH1001001001.23l.601.62- - -

HP20",75%RH10094 861.381.9.02.55- -
±

3oe,92e/6RH95 54 172.715.20,6.73 ± + +

se,5291,RH9796841.23].71'1.S3m -- -

PG.2o',7591oRH89 62 17'1.402,122.43i' ± +11

30e,92%RH71'13 o

'1:S.166,509.06
± + -

se,52%RH100L97!901.201.451,80t-..: - '
GSP:NabCO,

1,O:O.3
pc2o",7so/,RHg6I･gl431.38!1.831,93m - ±

30192f/,RH78 14..
N

133.315.837.84

± + -

5',529RH99leo
t-1001.tt1,201.231.34in

" -

HP20",75%RH9.8 94'681.35l.751 1.85- - ±

30`,92%RH87 24 113.18l5.406.46 ±'

tt+
+

s",52e/oRH95 83 71O.83O,931.l2+ - -

PG20:75%RH87 46 161.131.432.00' ± +

3o",92YoRH67 10 o2.855.006.72 ± + -

s",s2O/oRH97 87 76O.82l.OOO.95- - -
GSP:NabC03

1.0:1.0
pc20',75AORH87 55 261.101,231.76- - "

30:92%RH74 14 32.604.565.53 ± ± +

5",52%RH98 9289O.80O.80O,85- - -

HP20',75%RH91 59291.l21,151.62- ' -

30',920/oRH83 16 52,574.465.10 ± ± +
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Table  5.Residual

Several
 Protease Activity,

Storage  Period of

 Weight

Varidus
 Increased

Admixturesand (2)Change
 inAppearaneeafter

lCombimation)ofDrugs

andAdmixing
,RatioWrappingfilm

StorageConditionsRex',d,};g.l,Ylol,e?seIw,,ght'M'Increased(%)ChangeinAppearance

3days7daysl14daysl3days7daysE4daysi 3days7days14days

5',529oRH/100100f1001,802.433.05- - m

: PGL.)oO;759,bRHi100 95 {o2.644.o314,80- ± ±I1i30",929/,RH86
51185.127.459.71 ± + +

･/s",s29-iRH1001001001.732,252.47- - -

PCl200,759.6RH100i9792L2,333.684.41- - ±
iGSP:MgO
ii].O:O.1

11il 3D",92%RHssI53
/20/3.93'

6.788.97M ± I+' +

sO,529.o'RHleoleo100･1.702.2o[2,2s1
i-1-

-

,1
IiHP20",75%RHI100

+

9896l2.25/ t3.203,80,-1
/ 1mt-

3oe,s)L,%RHIge rJ6243.405.80･7.16i-H
± 1･+

'

1t･]",529･5RHi98 98I991,481.77l･2,73'l '
-

ve-lr---i-'

･i,
PG201759tiRHi95ssls63,134.17l4.43- - ±

300,9L9tfRH72 31o4.346.189.20- ±

un+-･l' I
･ L--...
!t l
1Gsp:Mgc)1pc

,1.o:O.3i
/1

[

,sO,520ARHIOOIOOi9.9l.351.602.00' - -

200,759.SRH9792i891 3.024.104.12- - m

L-I3oe,g29ioRH

'

83l14 o3.816,028.00- ± ±

li 1-eIo,5'2%.RH100l1001001.281,551.83" - -

HP20e,759.:.RH'
/-

98i941 g.42.(573.813.96m - "

i' 30b,929.6RH9028 Jr3.55l5.437,11" - ±

5X52.01,RH100100 921.13l,1.20l.43- -''

PGLO",759tiRH9482 752,07I2.42'
t.-3.01-/"a

30",92'%'RHt.66 11 o
l4,036.407.Lt7

'
- m1 -1Is",5291oRHIO(}100 95O.951,e21.27-

'-
-l1

GSP:MgO

LO:1.0
PC20:75e/eRH9686 801.602,30tt2.65- N -'

30192%RH73 15 e3.456,036.72' ' -

5',529oRHi100100loeO,871,OO1.14. - -

HP20:75%RH100 91841,512,052.20. -i'
"

3e",g2%RH78 22 o3.405,506.08- -I-'
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て使用 した の で ，こ の 材質の 違 い が 吸 湿 量 お よ び プ 卩 テ

ア ーゼ 活性の 安定化に影響を 及ぼ して い るもの と思わ れ

る．
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画 胆 汁分 泌 促進 剤

＝■Lコ ，Lク6 錠
ア ネトール トリチオ ン 12．5mg／錠 含有

〔適 応 症〕　下記疾患 に お け る利胆

　　　　　　胆道 （胆管 ・胆 の う）系疾患及 び胆

　　　　　　汁 うっ 滞 を伴 う肝疾 患

〔用 法 用 量〕　 ア ネ トール ト リ チ オ ン と して 通 常 成

　　　　　　 人 1 回25mg を 11］ 3 回経 口 投与

　　　　　　年令 ・症 状 に よ り適 宜 増減

〔薬 理作用〕　（1）催 胆 作 ）H

　　　　　　〔21肝 機能賦活作 用 （血 中 GSH 値 上

　　　　　　　昇 ／色素排泄能促進 ／尿素合 成 能

　　　　　　　促進 ／肝 コ レ ス テ ロ
ー

ル 量調整）

薬理 作用 の 詳細及 び 使用上 の 注意 に つ い て は 製 品

添付文書 を ご参照下 さい 。

質：∵
s气’・

｝　｝

い丁　叮r”

〔包　装〕

、
　
tt

懸

／

・t’／”
1

灘
書1鬢　 ，、
　 　 野 ・1

　

　

鞨繝瓣
脚
マ

　　　　　 （pTP ）

◇同
一

成分製剤に ス ル フ ァ レ ム丸（12．5曜 丸〕が あります。

規制 区 分 ：劇　薬

1 ，20D錠 　6，000錠

10錠 × 12010 錠 × 600

薬価 基準 収 載 品

製 造　 東菱薬品 工 業株式 会社
　 　 　 　 　 東 京都千 代円区 有楽町 1−IO−1

提 携 　 ラ テ マ 社 （フ ラ ン ス 〉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 販 売 元

Ψ 扶桑薬品工業株式会社
　撃 　　大 阪 市東 区 道 修 町 2 丁 冂 50 番地
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